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片問祐介*野村 誠**

2001年 7月7日(日)に行なわれた京都女子大学児童学科公開講座では，打楽器奏者の片岡祐介氏

を講師に招き，対談「音楽療法と創造性」を行なったO 片岡氏は， 1997年から2000年まてV 岐車県音

楽療法研究所の研究員をつとめ，ピアノ， ドラムセット，民族楽器，シンセサイザーなど様々な楽器

を駆使し，現代音楽，フリージャズ，テクノ，ハウスなど様々な音楽語法を柔軟に組み合わせ，対象

者と音楽的なコミュニケーションを成立させていく独自の手法を展開している。本稿では，公開講座

での片岡氏との対談を掲載することにした(野村誠)。

野村 誠:今日ビデオを持って来てもらったん

ですけど・1

片岡祐介:現場を見ていただくのが一番分かり

やすいので， ビデオを持って来ましたc 知的

障害と言われる人，大人の知的障害の人が入

所して生活している施設で，週に一回，色ん

な音楽，音楽療法の活動をやってます。その

ビデオです。

野村:片岡さんと電話で打ち合わせした時に，

集団でのセッションの始まりから終わりまで

の流れをビデオで紹介したいという話しだっ

たんです。それは是非見せて欲しいんですけ

れども，まず，一対ーの関係で，どんなやり

とりがあるのかを最初に見せてもらってから，

複数の人の中で色んな出来事が起こっている

ビデオを見せてもらおうと思います。

片岡:最初に見ていただくのは，僕と某自閉症

の男性が， ピアノの，即興で連弾をするとい

うシーンです。

野村:はい。じゃ…
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ビデオを見る。片岡氏と自閉症者(以下Aさん

と記す)がピアノを弾いている。二人はピアノ

の鍵盤を連打したり，横に滑らせたりしている。

お互い瞬時に相手の演奏を真似しているように

見える。

野村:急、に， どっちかが一本指になったら一本

指になってたり，片岡さんがグリッサンドを

したら，相手の方もグリッサンドを真似した

りとか，色々あると思うんで， ビデオを見な

がら，どういうことをしているのかコメン卜

していただきたいと思うんですけども。

片岡:はい，今の続きあたりからやってみます。

今まで見ていただいた部分は，細かい色んな

真似しあったりってことが起きてるんですけ

ど，わりと僕が+莫索してるんですよ。どうい

うことやるのが一番しっくりくるかな，って

いうのを。

野村:今までの急に片岡さんがこう滑らしたら，

滑らしたとか，その辺のことは説明しなくて

いいですか?

片岡:まあ，そういうようなことが， どんどん，

もっと分かりやすく起きます。じゃあ，解説

していきましょう。
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縦の動きと横の動き

ビデオでは，自閉症者のAさんが，高音部の同じ場所を

連打(手は，上→下→上→下→， という縦の反復運動)

を続ける。一方片岡氏は，鍵盤を叩きながら低音部から

高音部に素早く移動していく。つまり一気に左から右へ

横の動きをする。そして， Aきんのすぐ側まで来たら，

手を高く持ち上げて，そこから思いきり鍵盤を町〈。こ

れは，縦の動き。片岡氏は，この「左→右」という横の

動きと「上→下」という縦の動きを，交互に続ける。 A

さんは，片岡の横の動きの時には，演奏を止め，縦の動

きの時には，自分も同じタイミングで縦の動きをするよ

うになる。

片岡:今，彼が，「きゃん，きゃん，きゃんきゃ

んJ (縦の動き)ってやってるところで1僕は

少し休んでたわけですね， どうしょうかなあ

と思って。で，それまではわりと「きゃんきゃ

んきゃん」っていうのに合わせて，伴奏のよう

なことをやってたんだけど，展開を変えたく

なったんですね。

それで，なにを思ったか，この「きゃんきゃ

んJ (縦の動き)とちょっと違う感じの，「こ

るこるこるこるJ (横の動き)って上がってく

る，彼が縦に動いてるとすれば，僕のが横に

動しそういう音を，入れてみたんです。そ

したら，彼がみごとに，反応してくれました。

その後，ビデオで，片岡氏が横の動きから，すぐに縦の

動きに移らずに，横の動きの後，手を高くあげた状態

で，少し(1-2秒)間隔を聞けてから，縦の動きをす

る。 Aさんは，そのタイミングを合わせようとするが，

なかなかフェイントにあって合わせられない。このビデ

オの様子を見て，会場からは笑いが起こる。

片岡:で，聞をちょっとあけてみました。

ビデオのつづき。片岡氏がペダルを踏んで音を響かせる

と， Aさんは縦の動きを止めて，鍵盤を横に滑らせるグ

リッサンドの演奏を始めた。

片岡:そしたら彼がグリッサンドしてきて，そ

れで僕は真似したんですよ。

野村:えーと，今のところで，「ばらららららら

あっ，ばーん」っていっ動きをしてたところ

で，その動きの最後の音をペダルで響かせた

んですね，片岡さんが。で，響かせたことで，

その響きを楽しもう， という気持ちが生じた

σ3台、。

片岡:そうとも言える。

野村:そこで，「がーんJ (ペダルで響く)って

やって，「ぼろろろっろんJ (左→右→左→右

→という横の反復)っていう動きが始まった

場面・..

片岡:そうですね，とにかく，「だらららららつ」

(左→右)， rだ、つ J (上→下)っていう遊ぴに

なったわけです。で，彼が「きゃんきゃん」っ

てやってたのを，そのとき僕が「だららら

らつ」てやってる間，演奏を止めて(待って

いて)， (同時に)rだんんってやる，そうなっ

たのがすごく面白くて，彼が待ってる聞を

もっと延ばしたいと思ったんです，音楽的に

も。「じゃかじゃかじゃかじゃかっ(低音から

高音への高速アルペッジオ)+ (間)+じゃ
んっ(高音部のクラスター)J，それをまあ，

楽しんでいたわけです。それをひとしきり

やった後に，「じゃかじゃかじゃかじゃか，

じゃん」って，切れる音が，一発太鼓みたいな

「がーん IJ それを，ちょっと悪戯こ、っこみ

たいに，ペダルを踏んだら，「じゃかじゃか

じゃかじゃかっ，きゅーん」って延びたわけで

すよね，音が。そうすると，次は，ちょっと

同じ繰り返しにはならないだろうなっていう

のがあって，ちょっと見てみましょうか。

2 ペダルを踏んで，曲調が変化

ビデオ

片岡: (見ながら)ここですね。(ペダルで音を

響かせたら)彼がグリッサンドしたんです。

彼がね，最初にグリッサンドをやったんです

けど，そのうち何故か，この横の動きが凄く

面白くなってきたんですよね。で，実際には

鍵盤を鳴らしてない，鍵盤の上を…

野村:鍵盤の上を擦っている動き/
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片岡:擦っているだけ/ 微妙に「かしかしか

し」って，音がするんですよね。それが面白く

て僕も真似して，ペダルは少し響かせて，今

までの音が「はわ~ん」と響いてるうえに，

「かしかしかしかしかし」っていう音を，一緒

に鳴らしたり， しました。

ビデオ，めくるめくグリッサンド

片岡:そういうことが，やりたくなったんです

ねえ。要するに，グリッサンドだけで"ffった

り帰ったりしてるっていうのは，すぐに飽き

てくるわけですよね。音的には面白いんだけ

ど，まあ，わりと分かり切ってるわけですよ。

「があああ~ん」っていって上がってきて，

てvなにかリズミカルな伴奏を入れたいと
思って。で，そうすると，やっぱり 3拍子だ

ろうって思ったんです。こう，「ワン，ツー，

ワン，ツー」という往復運動じゃなくって，

「いち，につ，さん，いち，につ，さん」と

いう円環運動をやってみました。

ビデオ

片岡:きっきと同じようなのが，出てきました。

まあなんか，第一主題が戻ってきたっていう

か(笑)。

野村:どうして，元のパターン(左→右十間+

上→下)に戻ったんですか。

片岡:いや，全然わかんないんですよ。

野村:やっぱり，「どうんちゃ~ん」っていう 3

拍子系の動きから速く 2拍子に「ずんちゃん

ずんちゃん」に移行してきたので。

片岡:恐らくそうです。だから，彼はいわゆる

自閉症っていう障害で，人間同士のコミュニ

ケーションっていつのが苦手なんですよね。

演奏してると自分のことにはまっていくこと

が多いわけですけど，やっぱり「ずんちゃ

~ん，ずんちゃ~んj (ゆるやかなワルツ)か

ら「ぎやぎゃぎやぎやj (速い 2拍子のリズム

連打)ってきたら，相当違いますからね。そこ

でハッとしたんでしょうね。殆ど反射的だと

思いますね。なんかね，あたかもこの，「じゃ

かじゃかじゃかじゃか(左→右)+間+ぎやっ

(上→下)jっていう遊びを普段からやってる

みたいだけど，そうじゃないんです。

3 最初のセッションの頃

野村:これは，このとき初めて 7

片岡:初めてなんですよ。初めてにも関わらず，

2回目でも，すぐに再現できている。でも

「さっきの，やつだな」って思ったよりは，も

う殆ど反射的な

野村:この， ピアノで一緒に即興演奏するって

いうのは，以前からやってることなんですか

ね?

片岡:そうですね。まあ，ピアノとは限らない

んです。色々楽器，お等とか，太鼓とか。ピ

アノも，まあ初めてではないですね。

野村:そうすると，初めての時から，コミュニ

ケーションはこんなにスムーズにいったのか，

どんな感じなんですかね。

片岡:そうですね，初めてのときは， もう少し

「ぽつりぽつり」と音を出して，で，僕も「ぽ

つりぽつり」と，音をだして，微妙にコミュ

ニケーションがあるような，ないような，って

いうのが最初でしたね。やっぱくり返してる

うちに，やりとりってい 7のが起きてくるっ

て，ことです。

ビデオで，続きを見る。

4 ぴったり合わせずに微妙にリズムをずらす

片岡:今なにをやったかって言うと，「がらがら

がらがら」つ，「パーン」ってやってたんだけ

ど，僕としては，ん一，またか/ っていう

気分もあったんで，その「がらがらがら」じゃ

なくって，「ぎょっぎょっぎょっぎょっ」って

いうのを，やってみたんですよね。 だから，

それは，「がらがらがらつ j，1"ぴょーんj，に

ちょっと近い，上がってくるのは一緒だけど，

ちょっと変えてる。そうすると彼も，あれつ

なんだろう? どうすんだろうかなっていう，

ちょっと 2人のきぐり合いみたいな状況が続
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いてるような気がしますね。

ビデオ

片岡:それで，「きょっきょっきょっきょっ」て

やってるうちに，彼がなんか，そのテンポに

ついてきたんですよね。それでその，「きやっ

きやっきゃっ」ていう音が，ピアノの高い方

の音で，「きゃんきゃんきゃんつ」て鳴ってる

感じが非常に明るい，ノリのいい感じがした

んで，ブルースといっかブギウギみたいな，

ベースパターンを僕が左手で弾いてみました。

ビデオ

片岡:それで，僕にとって工夫しているところ

は，「きゃんきやきゃんきやきゃんきやきゃん

きや」って，最初は彼の「きゃんきゃんきゃん」

になんとなく，誘発されて，そのテンポが出

てきたんですけど，ただ，彼が「きやっきやっ

きゃっ」とた叩くテンポに， ピッタリは合わ

せてないんですよね。あの，「きやっきやっ

きやっきゃっ J，Iじゃーかじゃーかじゃーか

じゃーか」

野村 Iきやっきやっきやっきゃっ」て言って

ますからどうぞ。「きやっきやっきゃっ…」

「きやっきやっきゃ…」といい続ける野村に合わせて，

片岡氏は，最初「きやっきゃっ」に合わせて，次第に微

妙にずれてくるように「じゃーかじゃーか…」と続け

る。

片岡:こういう感じですね。そうするとどうな

るかつて言うと，あの， 1回1回きやっきやっ

きやつを全部ピッタリ合わせるとね，それは

結構カタイんですよね， ノリとして。それが，

「でいんかでいんかでいんかでいんか」って

やってるときに，「うきゃーうきゃ，うきや

きやきゃんきょ，うきゃーきゃんきゃん，きゃ

んきゃん」って，ジャズなんかでそういう風に

ずらす奏法っていうのがありますよね。

ちょっと，ひとりでやってみるか， (ピアノを

弾いてみる)こんなことをやってるわけです

よ。これが， (ピアノが「きやっきやっきやっ

きゃっ」となる)ぴったりあってる状態です

ね。これだとね，あんまり面白くないと思う

んです。(今度はずらして弾いてみる)あおっ

ていくようなノリが出ますよね。「きやっ

きゃっ」じゃなくて，「うきゃん， うきゃん，

うきゃーん， きやきやきゃ，んきゃ，んきゃ

ん」っていう。ま，そういう効果になるのを期

待して，彼としては普通に均等にやってるの

かもしれないけど，敢えてずらしてみたんで

す。

ビデ、オ

5 トーキングドラム

野村:はい，ありがとうございます。一対ーの

セッションはこれ以外にも，以前見せていた

だいたことがあって，今ピアノの連弾だった

んですけども， ドラムセットとピアノでやっ

てたり， トーキングドラムっていうアフリカ

の太鼓を…。あ，実演してもらった方が。

片岡:はい。これ， トーキングドラムっていっ

て，アフリカで通信用に使われてるタイコな

んですね。なんか，言葉の代わりに「こんこ

ん」ってやると通じる。まあ僕は通信はできま

せんけど。

(たたきまくる)

野村:こうしめることによって皮の張りが変わ

るんで音程が変わるんですね。それてコ片岡

さんが自分で叩いたり，一緒にセッションし

てる相手の人の前に差し出したりしながら，

相手が叩く時に，音程を変えてみたりする。

で，また自分が離れていって叩いてみる。ま

た近付いて叩いてみる。で，そのうち今度は，

離れていって，差し出すんじゃなくて，違う

ところにぽんって出す。相手が寄ってきたり，

まあ，言葉でのコミュニケーションじゃない

んですけど，音，動き，身体の動きとでのコ

ミュニケーションで，それがすごく， うまく

いっているなあ， と，思ったのてコちょっと，

それも，映像を見せてください。
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ヒテオ。会場に笑い。

片岡:はい，そういうことです。これ， もう一

年位セッションした後なんですよね。初めて

やった頃はね， もう， とにかく i妻い緊張で，

「ん，ん，んん ~~~J っとやって，「ばん I Jっ

て叩くんですよ。で，それが聞いてて日本の

音楽っていうか，「いよぉ~つ」とか，のどを

締め付けるような声だして，「ばんらって打

つのありますよね。それに見えたんですね。

それで，ちょっとやってみます。その

野村:じゃあ，僕やります。「ん，ん，んんん

~~~っぽん I J (タイコを打つ)

片岡:そうそう，そうです。

(，んん-J，にかぶらせて，ぽんぽん，ぽぽぽぽん」と

日p<。一同，納得)

片岡:ってやってるうちに，今度は僕がこう

いってしまうわけですね。

やしろべえになって，だんだんどこかへ行ってしまう。

6 一体一

野村:ええ，はい。片岡きんは，音楽家として

育って来た中で，たまたま音楽療法研究所の

研究員なられたので，もともと心理学の

フィールドじゃなくって，心理学に基づく音

楽療法ではなくて，あんまり実践されてない

音楽家が取り組む音楽療法をやられてきた。

今見せてもらった一対ーでのセッションをさ

れてたみたいなんですけど，音楽療法の世界

では，一対ーで行うセッションが多いみたい

ですね。

片岡:特にその， 自閉症の人のね。

野村:ええ，それで，僕がそれを聞いて思った

のは，例えばカウンセリングとか色々な心理

療法を，音楽に応用してくって時に，ひとつ

の部屋で一対ーで，っていうのが，ごく自然な

アプローチだったのだろう， ということです。

あと， 自閉症の人は複雑な情報には混乱する

ので，一体ーで行うのが適切だと言われてい
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るらしいんです。ところが，片岡さんによる

と，どうもそうではない。，一対ーのセッショ

ンだけやってたんだけども，たまたま，複数

になった時に，色々新しい反応が出てきた，

というわけです。ちょっとその話を聞きたい

んですけど。

片岡:はい。まあ，野村さんが言った通りです

ね，定説では， 自閉症の人は，復雑な情報に

は混乱すると。例えば，え一，ワイパーの音

がカチカチいってて，ラジオが鳴ってたりす

るともう，ちょっとわからなくなる，そうい

う，話は聞くんですよね。聞くんですけど，

ある時，集団で…僕も，一対ーでセッション

やってたんですけど，ある時，集団でやらざ

るをf与ないj犬j兄になって，千寺っててもらうの

も何だし，みんなに楽器渡したりしてたら，

なんか，非常に，音をよく聞いてるし反応

しあってて，混乱してパニック起こすって感

じでもないんです。それどころか，非常に面

白い音楽が生まれてるって気もして，で，そ

れ以来，ま，わりと集団でやるのが好きになっ

て。集団っていってもまあ， 5 ~ 6人くらい

なんですけどね。え一，集団即興と言ってい

いのかな，それぞれが好き勝手に音を出すと

いう・一。で， まあ， これから見ていただくビ

デオもそういう状況なんですけど，それはも

う，かなり最近のもので， 2週間前ですね。

それから， もうひとつのポイントがありまし

て，始めた頃は， 自閉症の人に，あなたこれ

やらない 7 これやらない? って，楽器を

勧めたりしてたんですよね，でも，放っぽら

かすのが面白いっていうことになって，放っ

ぽらかすって言うとちょっと語弊があるんで

すけどね，要するに， まあ， 自分がやりたい

楽器のところへ行ってもらうことにしました。

野村:はい。

7 昼寝~静寂~敏感な耳

片岡:てvこのセッションの前には， 自閉症の
人たちは外にいたんですよね。で，暑かった。

野村:なんか，散歩?

片岡:うん，その前，何かの活動で。それで，
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暑かったんでしょうねえ。部屋に入ってすぐ

音楽をやるっていうよりも，ちょっと座り込

んてコ「はあ~つ」みたいな雰囲気だったんで

すよ。それで，電気消して，昼寝したい/ と

か，思って，昼寝をしたんです。そしたら，彼

等は非常に雰囲気をよく察してるんですよね。

電気消して昼寝したら，ごろーんとしてしー

んとするだけですよね。で，そういう状況か

ら，始まったわけです。それで，しーんとなっ

たんで，僕は嬉しくなって，こういう時こそ，

僕のピアノを聞いてもらおう/ てコ小きな

音で弾いたりとかね， まあ，そういう風に弾

くとこから始まる。じゃあ， まあ。

野村:はい。ビデオを見ながら，できるだけコ

メントをお願いします。

ビテゃオ

片岡: (見ながら)この人が，ピアノの低音を

この人はねー，すごいんですよ。

野村:もうちょっと細かく説明もらえますか。

片岡:今，ピアノの低い音をぽんぽん，ってやっ

てた人っていうのが，以前セッション初めた

頃に，僕は，てっきり音楽に興味がないと d思っ

てたんですね。僕の方も見ないし，喋りかけ

ても僕が楽器弾いても，回る椅子を床のうえ

でくるくる回してたりしてるんですよ。それ

で，この人は興味ないかもしれないし，無理

にそんなにやらせることもないしな一，と

思ってたら，ある時ね，僕が楽器を弾くのを

やめたら，椅子を回すのやめたんですね。てでで、や、

弾いたら， もっとくるくる回してるんですよ。

それで，あ一，そっか/ と思って，聴くの

が好きで，聴きながら，その椅子を回して，

椅子のダンスを，楽しんでたんだな一，ってこ

とがわかったんですよ。で，それに気がつい

てから，彼のことをよく見ると，まあ，たま

に音も出すんですけどね，非常にいい，いい

間合いに，音を入れてくるんですよ。てコ渋

い表現。 だから，昼寝して，このみんなが暗

くなった時に，ピアノの低音を，「ごご，こ、」っ

て押すなんて，なかなかねイキだと思うんで

すよ。うん。またやられた/ っていう感じ
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で。

野村:なるほど。

ビテ、、オ

片岡: (見ながら)彼はみんなの様子見ながら

弾いてる。 4~5 分経っています。おもちゃ

の(ポータフゃル)キーボードが， どこからと

もなく日烏ってます。誰かが弾いてるんですよ。

まあ，僕の，このチャンスにリサイタルやろ

うっていうのは，半分，冗談なんだけど，半

分は本当なんです。みんなが静かにはしてる

んですけど，「うう~~ん」って声出す人がい

たり，「がさがきがさ」って音が聞こえてきた

り，それが非常に面白いと，思ったんですよね。

で，たまに， ピアノの和音を「ぽーん」と弾

いて，余韻が小さく消えていきますよね。そ

ういう音を出すことで，カサカサした音や，

声とかも，音楽として混じりあうようにしよ

うと，思ったわけですね。それで，非常に耳

が敏感な状態になっていく，そういうような

ことも，ねらいとしては，あるわけです。

ビデ、オ

片岡: (見ながら)この声とピアノ，セットで。

この彼なんかも，非常に鑑賞してる感じなん

ですよ。よく聴いてますね。(声とピアノが)

合うでしょう。

野村: (見ながら)烏の鳴き声みたいですね。

8 電気がつく~音楽が動き始める

片岡: (見ながら)癒し系 r このあたりで電

気つきます。この時点で電気が半分，つきま

した。先程のピアノ，「ゴーン」と弾いていた

人が，ペットボトルを，演奏し始めたんです。

ペットボトルに，切り込みを入れてあって

(ペットボトルに切り込みを入れた手作り楽

器「バリンビン」の実演)ビリビリって，ノ

イジーな音がします。，で，先程の「きききき

ききい一」って声出してた人が，ドラムセット

に千了ってタイコをIV;rこぼfこ」って， 日Pき出し
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たんですよね。で，それに誘発されたかのよ

うに，僕が手に持ってたペットボトルを，今，

ピアノで「ゴンゴン」ってやってた人が取り上

げて，セッションが始まったんです。

ビテ、オ

片岡: (見ながら)で，このタイコとペットボ

トルの音を聴いてたら，僕はギターを弾きた

くなって，今，取りに行きました。もうね，

彼と僕の相性はぱっちりでしてね，今彼が，

歯に「かしかしかし」つであてたのと，僕がギ

ターを「かしかしかし」ってやったのが，はぽ

同時だったんですよね。だから，この音楽の

中でそういう音が欲しい， という気分を共有

していたわけです。

野村:なぜここでこういう気分になってるの

か，ってことは，今始めてビデオで見せても

らってるので，分からないんですけど・一。

片岡:そうですね，編集されてますからねえ。

野村:その時の気分として，なんか「かしか

し」ってやりたい気分に，二人が同時になっ

たっていう，ちょっとそこをもう一回。「かし

かし」のところをー・。

ビテオ

片岡:(見ながら)そしたら，この人が，ギター

に向かってきました。やってみたくなったん

で、、すね。少しにぎやかになってきましたね。

どうですか，これ。音楽に聞こえますか。

野村:あのー， ビデオってこともあると思うん

ですけど，さっきの一対ーのは，関係性が，

かなりクリアーに，見えるんですよね。平面

に入るから。で，これ5人くらいいますよね。

そうすると，かなり空間的に離れてたり，近

くにいたり，っていうので，ビデオに全体の感

じがあまり映ってないので，これは，やりと

りがあるのか，ないのか，っていうことが，

ちょっと，分かるようてい分からない。実際，

その現場にいた感じとして， どんな感じ， ま

だやりとりが起こる前の感じなのか，これは

結構起こりかけているのか，その辺ちょっと，
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コメントして欲しいんですけど。

片岡:はい。微妙に起こりかけてる， と感じて

ます。

野村:じゃ，きっきの連弾でいっても，最初の，

やりかけてる時の，感じ?

片岡:そうかもしれないですね。ただ，さっき

の連弾と違うのは，やっぱり昼寝から入った，

ということで，音に対して非常に敏感になっ

てる，ところから女台まっているんで，「かしや

かしやかしゃん」って音とか「ビリビリビ

リツ」て音が非常に意味深に間こえる状況に

なっていると思いますね。だから，相互のコ

ミュニケーションはどの程度か，っていうの

は分からないんですけど，出ている音に対し

て非常にセンシティブな状況が起きている，

と今のとこ，解釈してます。

ビテ、オ

片岡: (見ながら) ドラムを，入れました。ま

あ， さっき言ったみたいにちょっと布技官少にし

過ぎたんでコ少し気楽に音出せるような状況

にしてみました。たまに入るギターがいいん

ですよね。別の人がピアノに自主的に向かっ

ていって，ピアノを始めたり，踊り始めたり

しています。

9 一瞬の真剣な表情

片岡:あのね，この人，喜んでるんですけど，

カメラ映されてるし，なんか，見られてるし，

喜んでるっていうのがあるんですけどね。僕

そのことよりもですね，今，ちょっと， ピア

ノを「きやっきゃっ」と弾いた時に， さっき

のジャズじゃないですけど，「力一ンカーン

カツ」って聞こえるような，面白い僕とのから

みがあったな， と思ってですね。それでね，

音楽が一瞬いいな，って思った時に，彼女の

顔がね，真剣味があるんですよ。ちょっと，

戻しましょう。ほんの，瞬間なんですけどね。

ビデオ
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(見ながら)はい。あのー，まあ，ね，僕は

音楽療法って言いながら，人のことを，こう

なって欲しいという風にあんまり思わないこ

とにしてるんですけどね。僕が思うに，この

人やっぱりちょっと気が散ってるわけですよ

ね。他人が見てるし，わーって喜んだりとか。

でのことよりも，この人の真剣になったこの

瞬間，これをね，僕はもっとね，長い時間や

りたいなあ， という希望が，この先あるんで

すね。でもおそらく一対ーでやったり，あん

まりギャラリーがいない時とかに，発揮する

ことがあり得るだろっと，僕は推測していま

す。

質疑応答

その人らしさを尊重，関係性を築く

質問者 1 西村と申します。音楽療法とか，全

く分野外の人間なんですけども，先程，療法

と言いながら，あまりこつなって欲しいとか，

こうしようとか思わないんです，って言って

おられましたよね。その辺についてもう少し，

何でそういう風に思われるのか，

片岡:単純に言えば，自分だったら，他人にそ

う思われるのが嫌だな，っていうことですね。

あの，例えば僕は，すごいひどい方向オンチ

なんですけどね，あなたは方向オンチだから，

それ治った方がいいから，って接近する人に

対してはちょっと僕は，嫌だな，っていうこと

があるっていうのが，一つですね。こうなっ

たらいいだろうとか思うこと自体で，その人

の可能性を限定するような気もするんですよ。

で，それに，別に今のままでもいいじゃない

か，っていう気もあるし。それで，まあ，もし

何か，望むことというか，思うことがあると

すれば，やっぱり，その人が一番その人らし

い状態でいることがいいんだろうな， と。

野村:ちょっと僕もいいですか? 片岡きんの

ことを，彼が音楽療法研究所の研究員になる

前から知っていて，で，彼は，さっきも言っ

たように，音楽家としての活動をして，たま

たま音楽療法研究所から要請があって働くこ

とになったんですね。それで，音楽療法とい

うことを， もともとしていたわけではないの

で，音楽家が，音楽療法の活動をしたらどう

なるか，っていうような話で，始まったと思う

んです。彼がやろ 7としていることを見てい

ると，基本的に， コミュニケーションを，音

でどうやってとるか，っていうことを追求し

てるような感じに見えます。ですから，コミュ

ニケーションをとる，っていうのは，自分は変

わらず相手だけ変わらせるとか，相手が変わ

らなくて自分だけ変わるとかいうことじゃな

くて，二人の聞の関係をどうよくするか， と

いうことです。その場合にやりとりなので，

相手がこうくるんだったら，こうするという

ように，片岡さんの広い音楽的なボキャブラ

リー， ドラムからピアノまで， クラシックか

らロック，演歌まて1 を駆使して，どうやっ

て，関係性を築いていくか，っていうのを，

やっておられるんだと思フんですよね。それ

で，いわゆる療法っていうことがどういう概

念なのかは僕はちょっとあまり，よく分から

ないんですけれども，あの，これはまあ，音

楽療法って，僕は呼んでいいんじゃないか

な，っていう風に思ってるんですけれども…，

よろしいでしょうか。

質問者 1 はい。

2 箸のセッション

質問者 2 一番最初に見た，二人で，ピアノで

なきってた時に，あの， ピアノのほかにお筆

とかタイコで，された，っておっしゃっており

ましたけれども，お等っていうの， とても，

興味があるんですけども，どういうようなお

等の状態で，例えば等柱をとるとか，つけて

るとか，それで，随分音の広がりも変わって

くると思うんですけど， どのような状態で，

セッションをされているんですか。

野村:例えば，お等だったら通常だったら，平

調子といって，こういう(ピアノで弾いてみ

る)ような順番に，柱を並べるんですけども。

片岡:低い順番から，上がっていく，要するに，

弦がだんだん，短くなってくるわけです。そ
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ういうことが多いんですけど，僕の場合はで

すね，この，等柱をこんな風に，ぱらぱらに

するんですよ。そうすると， (ピアノを弾く)つ

てなるわけです(音程が上がったり下がった

りする)。それてvで，こっちに僕，こっちに
もう一人っていう風に，向かいあって，擦り

合う，っていうこともあります。

野村:僕も以前，見学させてもらった時に見さ

せてもらったんですけど，お等って，爪をつ

けるじゃないですか，指に。爪はつけてなかっ

たですよね。

片岡:っけない，っけないです。

野村:それで，指でつまびく，っていうことも

あって，あと，割り箸とか，細いパチのよう

なものを，弦の上に，「ころろろーん，ころろ

ろーん」と打楽器的に弦を叩いていしってい

うようなこともありました。

片岡:ま，それぐらいで，いいですか? チュー

ニングは， きっきの平調子に限らず，色々…

野村:そうですね。ただ，僕が見させてもらっ

たのだと，まあ， ぎざぎざに適当に並べる，

響きが，適当にぐちゃぐちゃ，って並べると，

そのまあ，音階の聞の音，微分音がいっぱい

出てきて，ばーんと弾いたとき気持ちよくな

いので，それを，なんとなく，この音もう

ちょっとドげるといい和音になるな，ってと

ころをみ見つけながら，やっている，ょうで

す。

3 真剣になった瞬間

質問者 1 じゃあ， また。きっきの，すごい喜

んでた女の子が，真剣になった瞬間を， もっ

と延ばしてみたい，っておっしゃられてまし

たね。その心を，聞かせていただきたい。

片岡:あー，それはですねえ，やっぱり，あの

音楽のあの瞬間がよかったんで，あれをもう

少し長いこと味わいたいなっていう，一番の

動機はそれですね。

野村:てvこれから，例えばそれを，やってみ
ようと，思ってるわけですか 7

片岡:そうですねえ，わざわざチャンスを， 1'乍っ

てまでかどうかわからないけど，おそらく状;

88 

況が起きると思うんで，やると思いますね。

例えば，たまに，まだ一対ーでやる時がある

んですけど，そういうときに，彼女に来ても

らうと。彼女最近参加したんですよ，この活

動に。だから，まあ，ちょっと，一対ーでつ

きあってみる，ってことは，考えてます。

4 複数でもパニックはない

野村:ちょっと僕も質問させてもらいたいと思

うんですけど， ま，さっき集団でやった方が，

一対ーよりも非常に面白い，っていう話が

あったんですね。一つ日の質問は，さっき最

初に，たくさんになると混乱する， という話

があったんですけど，混乱する，っていうこと

はなかったのか，っていつことと，それともう

一つは，複数になったときに，関係性ってい

うのは，片岡さんとそれぞれの人の関係性以

外に，片岡さん以外のセッションに参加され

てる方々同士の，色々なやりとりがあるの

か，っていう，その 2点を，ちょっと聞いてみ

たいんですけども。

片岡:はい。 1点目，なんでしたっけ?

野村 1点目は，あの，情報が多いと混乱す

る，っていうことてV ノfニックになる，ってい

つ・・・。

片岡:ああ，それね，不思議なんだけど，今ま

で一度もないんですよ。うん，でも，他人の

セッションのビデオてコノfニックになってる

ところとか見たことあるんですけどね。僕の

時は，今のところ一度もそういうことに遭遇

したことがなくって-一。うーん，やっぱりな

んか，まあ，他人のこと悪く言うのはあれだ

けど，見たことあるんですよね，パニックに

なってる状況を。それはやっぱり，嫌がって

るのに執拘にね，歌し、なさい/ 歌いなさ

い/ って，いつまでもこう，やってる時に，

もうねえ，あー，やめてくれ~ ! あ~， っ

てこうなってる，っていうことはあるんてVそ

ういうことは， さすがに僕はしてないと思う

んですよ。で，それと，情報量が多くていう

のも一-

野村:人数が多い状態でも，パニソクには全然
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なってない 7

片岡:うーん，なってないですねえ。音の情報

量がどうこう，っていうよりも，僕の想像する

にやっぱりその場所の居心地みたいなことか

なあ，なんか，好きにしてていいんだな，って

思えれば別に，パニックする理由もないん

じゃないかな，っていう風にはd思ってますけ

どね。あと音に関しても，ある種の方向性が

あるっていうか，全部がまったく無意味な信

号に聞こえる状態か，なにか音の方向性があ

るかどうか，ってことも，関係してるかな

あ，って推測してます。

野村 1点目，ノfニックにはならない，ってこと

ですね。

片岡:はい。

5 参加者同志の関係性

野村:二つ目の質問なんですけども…。

片岡:何でしたっけ…。

野村:二つ目の質問は，一対ーの時は片岡さん

とその人とのやりとりてコ成立しているんで

すけども，複数の人がたくさんいて，片岡き

ん，片岡さんとそれぞれの人，って，片岡さん

がギターでヴィーンとやったときにもうひと

りのひとが歯で，ビリビリ，ってやったとか，

ドラムとピアノでやってうわ~つとなった，

とかいう，その関係は見えたんですけども，

そこで，片岡さんじゃない参加者の人たち同

士の，横のコミュニケーションっていうか，

やりとりは，どんな風に存在してるのか，存

在してないのか，をちょっと聞きたいんです

けど。

片岡:はい。えーと，あんまりないようにも思

えますね。てコ微妙にあります。うん， どう

なんでしょうねえ，あんまりないんじゃない

かな。でも，音を聴いてると，反応してるよ

うに聞こえる， ということですねえ。それは

僕にとってはしてる，っていうことにもなる

んです。やっぱり，僕も人見知りする人間な

んで，それぞれが距離をくっつかない，でも

一緒にやってる，っていつのがあるから，ムー

ドとしては好きなんですよね。で，僕が好き
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なムードというのがやっぱり移ってくるのか

な，っていう，感じです。で，まあ，その質問

とはちょっとまた別のことで言うと，一対ー

でやってる時，っていうのは，ある意味すごく

密にできるわけですよね。て三密なんだけど，

うざい，との，ギリギリなところ，っていうん

ですかねえ，なにかとちょっかい出してくる

わけですからね，ちょっと，一人で弾かせて

よ/ っていうことも，あり得るだろうな，っ

ていう感じがあって，それで，今日のビデオで

面白かったのは，僕もああいう風に，昼寝して，

やってて，今日はもフやる人いなくてもいい

かな一，非常に落ち着いて音を聴いてるんな

ら活動としてはすごくいい活動だし，まあ，

別に，みんなやらなくてもいいし，ずーっと寝

てて，誰かがやってるの聴いててもいいか

な，って思ってたんですね。思ってたんですけ

ど，そう思ってやってたら，後でビデオ見る

と，大体，みんな何かやってるんですよ。の

そのそ，って出てきて叩いたり，かと思ったら

寝たりとかね。それは非常に，楽だな，って，

やりたい時にやって聴いてたいときは聴い

て，っていう…。そういう風に思ったんですね。

はい。だから，どっちもいいとこ悪いとこ・・・。

野村:えーと，まあ， どっちもいいとこ悪いと

こあって，えーと，まあ，多分その集団セッ

ションの時には，あまりフ。レッシャーってい

うか，一緒にやるぞ，っていう押し付けがな

したくさんの中から，それぞれの人から出

てきた，音というか，反応を，片岡さんが拾

いながらやりとりをやって，また，他のこと

が起きたらやりとりをしていしっていう形

なんですよね。それ以外の人たち同志の関

係っていうのが，これを続けていく上でどう

なっていくのかっていうのは，非常に，注目

というか， きっと，何かがあると思うんです

よね。それでそれがどんな風に出てきて， ど

ういうことが起こっていくのか，っていうの

は，これからの研究課題というか。

片岡:そう，確かにその通り。ある二人の聞を，

僕は音によってとりもってる，って感じがあ

りますね。ある音が，ある人が，「きらきら

~J，ってやってる，ある人が，「ぽこっ」とやっ
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てる。で，その 2つだけだとあまりに違う，っ

てとこのを， ピアノかイ可かで，その，聞に，

何か音を入れることで，そういう音楽に全体

として聞こえるような。だから，その 2人を

とりもってる，っていうようなことは，今，恐

らくありますね。そフいうことを繰り返すこ

とによって，どうなるかな，っていうのは，確

かにあると思いますね。

6 セッションを初めた時期

質問者 3 今の集団セッションは，最近始めら

れたとおっしゃってましたけれども，個人的

に出会って，関係を作りだされて，ここまで

来たと思うんですけど，だいたいその年月っ

ていうのはどれくらいたってるのか?

片岡:色んな方がいらっしゃるんですけど，最

初にピアノこんこん，ってやってた人とか 3

人くらいが， 3年間くらい，個人セッション

をやってました。トーキングドラム，叩き合っ

たりとか。信頼関係っていうか，見知った仲

になってるので，集団になったときにも非常

に，やり易かったってことは，あるでしょう

ね。 3年間個人セッションやってきた人たち

よりも，新しい職員さんが， (セッションに)

馴染めなくて苦労するようなんですよね。こ

の即興でいいんだろうか，みたいなね。他の

何年かやってる自閉症の人は，マイペースで

「こーん」とかやったり，寝たりしてる，そ

ういうことありますね。

7 日常生活の変化

質問者 4 今のセッションの場では，すごく楽

しそうだ、ったり，っていうのは見えるんです

けど，あの場以外の普段の生活で，セッショ

ンをすることによって，その方たちに変化が

起こるっていうのは・・・。

片岡:あるかどうか?

質問者 4 そうですね。

片岡:はい。あんまり知らないんです。職員き

んから色々話しを聞くときはあります。思い

きりタイコを叩いた後に，あまり大声だして

暴れたりとか，そういうのはあんまりなくて，

ストレス解消になってるんだねー， という話

を聞くことありますけどね。でも，今のとこ

ろ，僕は日常生活にどう響くかを，全く考え

てないですね。うーん， どう思います?

野村:え? はい。それはまた別の研究テーマ

になると思うんですけども。研究所時代に，

例えば，普段の生活がどういう風に変わった

か，的な研究，例えばそっいう調査っていう

のはきれてない?

片岡:僕はしてないですね。何故かというと，

それも分かるんですけどね。そういう，音楽

療法の本とか見てると，そういうのはあるん

ですよね。落ち着いて座ってられるようにす

るために，っていうのは。でも，それはしつけ

的な要素が入ってくるょっな気が凄くするん

です。本当にその人に必要なことなのか。必

要だとしても，僕は興味がわきにくい・・・って

いう感じがあって。例えば僕がきっき，ピア

ノをもう少し長いこと弾いて欲しい，ってい

うのがあったけども，それはある意味別のこ

と，長く集中することができれば，例えばフ

ランス料理屋さんに行っても，ずっと座って

ることができる，っていつのはあるわけです。

あるにはあると思います。だけどそのことよ

りも，やっぱり，あのピアノをもう少し開き

たいっていう動機の方が多いんで， 日常生活

は，何かいいことに繋がっていけば，嬉しい

けども，あんまりそこまでもっていく気は，

今のところ僕にはないっていうか…。

野村:それは別の研究者の人と組まれて，そう

いう研究に興味のある方と組んでやったらい

いと思うんですけど，実際，変化は，あるだ

ろうな， と予想、はきれます。ただし，さっき

の関係性の話になると思うんですけども，そ

の人が変わってる，っていうのもあると思う

んですけども，例えばですね，その，この人

がこうやって集中して，ピアノを弾いて， コ

ミュニケーションができてるという状態を，

他の人が見て知っているっていうことだけで，

状況が変わると思うんですよね。あ，この人

はこういうことに対して，こういうやりとり

があるんだ， とか，こんなに繊細なんだ， と，
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周囲が気付くだけで。そのことによって，他

の人の反応が変わると思います。人って，違

う顔を見せるんですよね。例えば，僕ここで，

女子大生に教えているじゃないですか。女子

大生は先生の前で顔が変わるんですよ。相手

の先生によって，違う表情を見せるわけです。

真面目そうな先生にだったら，真面白そうな

顔するし，ほんわかした先生だったら，ほん

わかした顔するし。だから，人って，そうい

うもんだと思うんですよね。この人はこうい

う人だ，って決めつけると，決めつけられた顔

しかできなくなる。それはもう人間全般に言

えると思います。片岡さんのセッションの中

て1 色々な側面が現れる。それを片岡さん以

外の人に，知ってもらうことによって，すご

くその人の見え方が変わってくるんじゃない

かな，っていう気は…。

片岡:そうそうそう。去年，音楽療法の担当じゃ

ない職員さん， (セッションを)見たことのな

い職員きんに，たまたま，セッションのビデ

オを見せたんですよね。そうしたら， 00さ

ん，こんな，にこにこ笑って，こんなことも

できてる，これお母さんに見せてあげたいな，

とか，言ってるんですよ。それを見てて，あ，

職員さんがそう見るってことは，その職員さ

んにとっての，「その人」観が，変わるだろう

から， どんどん見せた方がいい， と，思った

ことがありました。
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野村:時間になりましたので，ここで質問を打

ち切らせていただきます。本日の，講師の片

岡祐介きんです。どうもありがとうございま

した。(拍手)

野村:昨日，今日と，京都女子大学児童学科の

公開講座ということで，昨日は，カウンセリ

ングを，大辻先生と石野先生でやられまして，

今日は，午前の部はコンサートと，午後の音

楽療法の講演会を行いました。児童学科って

いうのは僕も 2年目てコまだよく知らないと

言えば，無責任なんですけど，児童文化，児

童心理，保健，教育，表現と，多領域に渡っ

たことを，学んでいく学科なんですね。それ

で，生活の中の色々な要素を統合していくよ

うな学問だ，ってことが，ちょっとずっ分かつ

てきたって感じてコこの音楽療法を，今回入

れさせてもらったんですけど，音楽とかコ

ミュニケーションとか，これから片岡さんと

か，是非やって欲しいのは，心理学の人と組

んで，やっていくょっな仕事とか，看護病院

の人と共同研究を始められる，って聞いたん

ですけども，音楽とか音楽療法っていう

フィールドが，色々な分野の人と絡み合いな

がら，新しいことを見つけていく，っていうよ

うなことを， どんどんやっていこうと思いま

すので，よろしく，お願いします。どうもあ

りがとうございました。(笑，拍手)


